
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
介護職員初任者研修は、介護職員として実際に働くために必要な基礎的な技術と知識

を身に付け、介護を必要とする方に対して自立に向けた支援ができることを目標としま

す。 

 

１ 受講期間 

令和５年１０月１日～令和５年１２月３１日  

初日（10/1）日曜日開始，第2日以降毎週土曜日 
（スクーリング最終日／令和5年１２月２3日） 午前9時00分～午後18時00分 

 

２ 会場   

福祉複合施設つばき 

 

３ 研修内容  

スクーリング（面接授業）１３回、添削指導（通信講座）４回 全１３６時間 

 

  （研修科目） 

科 目 名 時 間 数 

開講式・オリエンテーション ０．５時間 

１．職務の理解 ６時間 

２．介護における尊厳の保持・自立支援 ９時間（うち通信形式７．５時間） 

３．介護の基本 ６時間（うち通信形式３時間） 

４．介護・福祉サービスの理解と医療の連携 ９時間（うち通信形式７．５時間） 

５．介護におけるコミュニケーション技術 ６時間（うち通信形式３時間） 

６．老化の理解 ６時間（うち通信形式３時間） 

７．認知症の理解・行動障害 ７．５時間（うち通信形式３時間） 

８．障害の理解 ６時間（うち通信形式１．５時間） 

９．こころとからだのしくみと生活支援技術 ７５時間（うち通信形式１２時間） 

１０．振り返り ４時間 

修了試験 １時間 

合 計 １３６時間 

 
４ 研修日程 

  詳しくは研修日程表をご確認ください。 

 
５ 事業者の名称及び所在地 

(1) 名 称  社会福祉法人萩市社会福祉事業団 

(2) 所在地  山口県萩市大字椿字門田３４６０番地２ 

≪令和５年度≫ 令和５年１０月開講  指定 第 21 号 

社会福祉法人 萩市社会福祉事業団 

介護職員初任者研修（通信課程・昼間）

受 講 案 内 
 



６ 研修事業の名称 「萩市社会福祉事業団介護職員初任者研修 （通信課程・昼間）」 

 

７ 受講対象者(受講資格)及び定員 

受講対象者は、次の全てを満たしている方とします。 

(1) 修学に支障のない心身ともに健康である方 

(2) 介護業務に従事を希望している方 

 

募集定員 ３０名 
 

なお、外国籍の方に対する就学対象要件については日常生活上で支障のない程度の

日本語の能力を有すると判断可能な方とします。 

（※日本語の能力については面接及び申込書類により判断します） 

 

８ 募集方法 

（1) 受講を希望する方は、所定の「受講申込書」に必要事項を記入し、必ず申込期限

の期日までに窓口に持参するか、当事業団宛に郵送でお申し込みください（必着）。 

 

 （２） 申込先 

    〒758-0061 

萩市椿門田 3460-2 社会福祉法人萩市社会福祉事業団 

 

 （３） 申込期限  令和５年９月１５日（金）必着 
 

 

９ 受講手続および本人確認方法 

受講手続 

(１) 申し込みが定員を超えた場合は選考とします。 

(２) 受講決定者に対しては受講決定通知書をもって受講決定とします。 

(３) 受講決定者は指定の期日までに受講料等を支払ってください。 

※期日までに受講料を納入いただけない場合は受講決定を取り消します。 

 

本人確認方法 

（１） 本人確認は、受講申込時及び初回の講義時に行います。 

(2) 確認の方法は受講者に対し、次のいずれかの公的証明書の提示を求め、事業者

において、受講申込書等に記載された氏名と、当該公的証明書に記載された氏名

が同じであることを確認させていただきます。 

ア 住民票 

イ 住民基本台帳カード 

ウ 在留カード等 

エ 健康保険証 

オ 運転免許証 

カ パスポート 

キ 年金手帳 

ク 国家資格の免許証又は登録証 

 

(3) 初回講義時に顔写真貼付の申込書を基に本人確認として受講者の照会を行い

ます。 



10 研修参加費用 

総額５６，２5０円（受講料・テキスト代等込） 

納入方法 一括払い 
 
11 使用教材（テキスト） 

「介護職員初任者研修」 株式会社中央法規発行 

 

12 解約条件及び返金の有無 

受講決定通知前の受講取り止めについては特に解約の定めはありません。 

ただし、受講決定後、やむを得ず受講を中止する場合には、受講辞退届を提出する

こととします。その際、テキスト代（5,500 円）については受講者の負担とさせていた

だきます。 

なお、開講後の受講の中止については受講料の返金を一切認めませんのでご了承

ください。 

 

13 科目免除の取扱い 

実務経験の有無にかかわらず、科目免除の扱いはありません。 

 

14 通信形式の実施方法 

添削課題の指導方法 

◇添削指導 4 回実施、計 40.5 時間 

配布した添削課題（記述、穴埋、正誤問題）を提出期限日までに提出します。 

添削課題については、課題の理解度及び記述の的確性・倫理性に応じて担当講師が

添削し、合・否の判定を行います。 

添削課題は１００点を満点として、９０点以上を合格とします。なお、合格点に達しない

場合は合格点に達するまで再提出を求めます。 

 

自宅学習中の質疑等への対応方法 

課題についての質問は通常講義時間に行うものとし、必要に応じて電話および面接

による対応を行います。 

 

１5 研修修了の認定方法 

(1) 研修の全課程の科目を修了し、かつ修了後に実施する試験（修了評価）において

一定以上の評価を受けた者を研修修了者として認定します。 

(2) 修了とは、各研修科目の担当講師が、科目の内容を理解したと認めるものとしま

す。ただし、科目９「こころとからだのしくみと生活支援技術」の内容における各技術

の演習においては、担当講師が生活支援技術の習得状況の評価を各科目ごとの時

間内に実技試験により行い、修了と認められるレベルに到達するまで指導を行うこ

ととします。 

(3) 自宅学習については、提出した全ての評価が合格であることとします。評価が

不合格の場合は、該当科目の課題を再度提出することとし、合格点に到達するまで

指導を行うこととします。 

(4) １の修了評価は、筆記試験により行うこととし、１００点を満点としてＡ（９０点以上）

Ｂ（８９～８０点）、Ｃ（７９～７０点）及びＤ（７０点未満）の区分で評価します。なお、１の一

定以上の評価とはＣ以上の評価であり、Ｄ評価を得たものについては、必要に応じて

補講を行うとともに、再試験を行います。 

 



１6 欠席者の取扱い(遅刻・早退の扱い含む) 

受講者がやむを得ず研修を欠席する場合は、必ず講義当日までに連絡することと

し、受講できなかったカリキュラム（時間）については、未履修とします。 

また各カリキュラム（時間）の開始より 10 分以上の遅刻、早退は欠席したものとみな

します。 

 

17 補講の取扱い(実施方法及び費用等) 

研修の一部を欠席した場合、やむを得ない事情があると認められる方については、

補講を行うことにより、当該科目を修了したものとみなします。 

また、補講の実施は次回開催する研修にて実施する予定ですが、休講等により次回

の研修が履修期間内に開催されない場合は後日個別に補講を実施します。 

補講費用については科目 1項目につき 2,000 円とします。ただし、1 項目が 2時間を

越える項目については、その超過分につき 1 時間 1,000 円を加算します。 

なお、受講者が支払う補講費用については受講料の額を超えないこととします。 

 

18 受講者の個人情報の取扱い 

研修における個人情報の取扱いについては、次のとおりとします。 

(1) 受講者は研修を受講する上で知り得た情報を正当な理由なく第三者に漏洩し

てはなりません。なお、受講者は事業団が定める個人情報保護に関する諸規程を

遵守するため個人情報保護に関する誓約書を提出することとします。 

(2) 事業団は、当該研修実施により知り得た受講者等の個人情報について、事業

団のプライバシーポリシーに基づき厳正に管理し、みだりに他人に知らせ、又は不

当な目的に使用いたしません。 

 

19 問い合わせ先 

  〒758-0061 

萩市椿門田３４６０−２ 社会福祉法人萩市社会福祉事業団 

ＴＥＬ：０８３８−２４−４１２３ 
    ご質問等につきましては、担当の中村までお願いします。 

 


